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i有意 困 t)>-a(HOP,p.p)凧 t)>
で,シュレディンガ-表示をとった波動関数 少(3,i)≡<.x座(i)>におけるxとtの役割は































































































































































考える事が重要となるO事情は以下の通 りである｡T｡≪D-1(D…JW >:相互作用強度 )
の極限では,ルミネッセ ンスは幅I'-D2Tcの狭いローレンツ型のスペクトルになるが,Dが
大きくなる(あるいは丁｡が長 くなる )とスペクトル幅は広くなり,相対的にフォノンスペク







をマルコフ過程として取 り扱 うス トカスティック理論では<V(i)V(0)>は単なる指数関数で
あるためラマン散乱が<V(i)V(o)> の関数形より生ずるという事にならない｡_従ってラマン
シフトを与える自由度は最初からシステムにとり込んでおかなくてはならない (例えば3準位
モデル)｡ストカスティック理論において Tcの有限性は:,ブロー ドラマンと呼ばれる成分を
導くがこれは∂関数的なラマン散乱とは区別される｡もともとラマンシフトを与える自由度と
V(i)に関与する自由度が最初から明確に分れている場合はそれで良いが,同一の自由度がラ
マン成分とルミネッセンス成分の両方を引き起す一般の場合は,ラマンとブロー ドラマンの区
別はもともと全く意味がなく,またか丁｡≠ 0の場合は前述の様にルミネッセンスとラマン散
乱の明確な区別も出来ない｡しかし,その場合でもラマン散乱とルミネッセンスは多かれ少な
かれ有意の差異を持って現れるわけで,それは系の動的及び散逸的振舞の両側面を反映したも
のになっている｡
次に共鳴光学過程として重要な問題に非線形光学過程がある｡その第1は,前述の共鳴2次
光学過程,つまり共鳴光散乱において単に入射光強度が大きくなった場合に現れるスペクトル
の幅や形状の変化である｡第 2は,上記の現象と質的に異なった,指向性を持ったコヒーレン
トな放出光をもたらす非線形光学過程である｡この指向性は光の波長より十分広い領域に存在す
る多くの散乱中心 (原子や分子 )のいずれに光子が吸収されたか決め得ないという量子的不確
定性に由来する｡半古典的には個々の散乱中心からの振動双極子から放出される光の干渉によ
り指向性が生ずると言ってよい｡従って,このコヒーレントな非線形光学過程は,散乱中心の
基底状態と励起状態の量子力学的重ね合せの状態を直接に観測 していることになる｡従って散
逸系での量子的コヒーレンスの緩和,つまり位相緩和や,強結合電子格子系での格子緩和のダ
イナミックスを探る有力な手段となる｡非線形過程というのは一般に多種多様な現象をもたら
しここでとても書き切れるものでないが,相互作用をしている多体系での可逆性と不可逆性の
問題を2連光パルス励起による光子エコーにより調べる事に関しては文献8を参照されたい｡
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